
 薬学部  

 

卒業認定・学位授与の方針 DP（ディプロマ・ポリシー） 

◆人材育成の目的・学位授与の方針 

薬学部は、「薬学は医療を通じて人類の健康に貢献する総合科学である」との理念の下に、教養教育で身に付け

た幅広い分野の知識を素地とし、専門教育において薬剤師の職能、医薬品の創製・保健衛生に関わる基本知識、

及び生命科学を基盤とする高度の“薬学的”思考力と倫理観を身に付け、本学が定める学修成果を達成すべく編

成・実施された教育課程を学修し、所定の単位を取得した者に本学部の学位を授与します。 

 

 

教育課程編成・実施の方針 CP（カリキュラム・ポリシー） 

学生がディプロマ・ポリシーに掲げた目標に到達するため、以下の方針によりカリキュラムを編成します。 

① 教育課程の編成方針 

教養教育では多様な分野にふれ、より深く豊かな教養を身に付けることができるように幅広い科目を活用し専

門教育で学ばない領域の履修を推奨します。専門教育では、低学年次で基礎科学的科目を学修し、徐々に薬学的

応用科目へと遷移し、高学年次では高度な薬学的実践科目が学修できるように編成しています。さらに、3 年次

より研究室配属を行い、個々の特性に応じた高度な学修が可能です。 

 

②教育課程における教育・学習方法に関する方針 

教育目標への到達に適した学修方法として、アクティブラーニング、スモールグループディスカッション、オ

ンライン学習を取り入れた講義、演習や実習、研究室における長期課題研究等を行います。講義においては知識

の理解と定着を行い、演習や実習では知識の活用と主体的な思考力を涵養します。研究室における研究では論理

的思考力を向上させるとともに課題解決能力及び研究の実践力を身に付けます。 

 

③学修成果の評価の方針 

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA 及び外部試験の得点等

を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。 

全ての開講科目について、それぞれの学修目標の到達度を適正に評価するための方法及び基準を定め、これを

シラバスに明記して学生に周知します。学修成果は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から「評

価方法・基準」により厳格かつ公正に評価します。 

 

 

 

入学者受入れの方針 AP（アドミッション・ポリシー） 

◆求める学生像 

薬学部では、"薬学は医薬を通して人類の健康に貢献する総合科学である"との理念のもと、医薬品の創製・生

産・管理、環境・保健衛生及び薬剤師の職務等に関わる基礎知識を習得させ、生命科学を基礎とする高度な創薬・

育薬研究能力と倫理観を備えた創造性豊かな人材を育成することを目指しています。将来の薬学を担う人材を育

成するため、本学部では次のような人を求めています。 

 

1. "くすり"に関わる職業に魅力を感じ、自らその仕事に携わりたいという希望や意欲を有する人 

2. 困難を克服する精神力や生命に対する倫理観、マナーを育んでいける人 



3. 高等学校までの履修科目の基礎事項を理解し、その上で、化学、物理、生物の一つあるいは複数の科目にお

いて特に優れた力を有する人 

4. 情報収集、情報発信、コミュニケーションの手段としての情報科学や外国語能力の向上のための努力を持続

できる人 

5. 高等学校までにクラブ活動、生徒会活動及びボランティア活動など様々な活動に参加したり、あるいは自ら

の目標や考えの基に何かに取り組んだり、趣味を楽しんだりした経験を有する人 

6. 学部卒業後は、薬学の様々な領域で指導的立場に立って社会に貢献しようという意欲を有する人 

 

②入学者選抜の基本方針 

高等学校までの教育課程を踏まえ、基礎的知識（基礎学力）・論理的思考力・判断力・表現力等を評価します。

また、入学後のカリキュラムを考慮して、高等学校においては、理科（物理・生物のいずれか及び化学）、数学、

外国語（英語）、国語、地理歴史・公民を習得していることを望みます。 

学校推薦型選抜Ⅱでは、「知識・技能」については、大学入学共通テストを利用して高等学校の教育課程の教

科・科目に関する総合的な基礎学力を判定します。また、「思考力・判断力・表現力」及び「主体性を持って多様

な人々と協働して学ぶ態度」については推薦書、調査書、志望理由書及び面接により判定し、それらの判定結果

から入学者を選抜します。（詳細は入学者選抜要項、募集要項を参照） 

一般選抜（前期日程）では、「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現力等の能力」 については、大学入学

共通テストを利用して高等学校の教育課程の教科・科目に関する基礎的・総合的な学力・能力を、個別学力検査

により、入学後の学修により密接にかかわる教科・科目についてより深く学力・能力を判定します。また「主体

性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」については調査書により評価し、それらの結果から入学者を選抜し

ます。（詳細は入学者選抜要項、募集要項を参照） 

 

 

  



 薬学部 薬学科  

 

卒業認定・学位授与の方針 DP（ディプロマ・ポリシー） 

◆人材育成の目的・学位授与の方針 

高度化する医療において薬物治療の指導者、及び疾病の予防及び治療に貢献する人材を目指し、豊かな人間性、

柔軟な社会性、医療における倫理観をもち、医療系薬学及び衛生・社会系薬学を中心とした応用的学問を身に付

け、以下に示す学修成果と薬学科における学修成果を達成すべく編成された教育課程を学修し、所定の単位を取

得した者に学士（薬学）の学位を授与します。 

 

 

学修成果 

豊かな教養 

・ 言語、歴史などを学ぶことにより、外国と日本の文化について理解し比較することができる。 

・ 英語による日常会話での質疑応答ができる。 

確かな専門性 

・ 化学、物理、生物に関する基本的事項を理解し説明することができる。 

・ 製剤、薬剤、薬物治療に関する基本的事項を理解し説明することができる。 

・ 数学・統計学に関する基本的知識を修得し、それらを薬学領域で応用することができる。 

・ 病院と薬局での薬剤師業務の概要と社会的使命を理解し実践することができる。 

・ 医療及び薬事関係法規に関する基本的事項を理解し、それらを遵守できる。 

創造的な知性 

・ 研究課題の達成までの研究プロセスを体験し、研究活動に必要な基本的知識を理解し実践できる。 

社会的な実践力 

・ 生命に関わる職業人にふさわしい行動・態度をとることができる。 

・ 地球環境保護活動により地球環境を守る重要性を自らの言葉で表現できる。 

グローバルな視野 

・ 日本の国際社会における位置づけを、政治、経済、地理、などの観点から説明できる。 

・ 学術誌、雑誌、新聞の読解、及び医療現場、学術会議などで必要とされる実用的英語を利用できる。 

情報通信技術の活用力 

・ コンピューターやインターネットの利用法を理解し、情報の収集・発信ができる。 

汎用的な知力 

・ プレゼンテーションにより、情報・意志の伝達を行うことができる。 

 

 

教育課程編成・実施の方針 CP（カリキュラム・ポリシー） 

学生がディプロマ・ポリシーに掲げた目標に到達するため、以下の方針によりカリキュラムを編成します。 

① 教育課程の編成方針 

教養教育では多様な分野にふれ、より深く豊かな教養を身に付けることができるように幅広い科目を活用し専

門教育で学ばない領域の履修を推奨します。専門教育では、低学年次で基礎科学的科目を学修し、徐々に薬学的

応用科目へと遷移し、高学年次では医療薬学的実践科目が学修できるように編成しています。さらに、５年次に

薬剤師実務の学修のための長期実習実施するだけでなく、３年次より研究室配属を行い、研究マインドと高度な

論理的思考力の修得も可能なように編成しています。 



 

②教育課程における教育・学習方法に関する方針 

教育目標への到達に適した学修方法として、アクティブラーニング、スモールグループディスカッション、オ

ンライン学習を取り入れた講義、演習や実習、研究室における長期課題研究等を行います。講義においては知識

の理解と定着を行い、演習や実習では知識の活用と主体的な思考力を涵養します。研究室における研究では論理

的思考力を向上させるとともに課題解決能力及び研究の実践力を身に付けます。 

 

③学修成果の評価の方針 

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA 及び外部試験の得点等

を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。 

全ての開講科目について、それぞれの学修目標の到達度を適正に評価するための方法及び基準を定め、これを

シラバスに明記して学生に周知します。学修成果は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から「評

価方法・基準」により厳格かつ公正に評価します。 

 

入学者受入れの方針 AP（アドミッション・ポリシー） 

◆求める学生像 

薬学部の理念・目標に基づき臨床に関わる薬学を担う人材を育成するため、薬学部の方針に加え、薬学科では

次のような人を求めています。 

1. "薬剤師"という職業に魅力を感じ、卒業後は医療や臨床薬学研究など様々な薬学領域で指導的立場に立っ

て社会に貢献しようという意欲を有する人 

2. 薬剤師として患者様の気持ちや考えを理解できるように人間愛や倫理観、協調性を育んでいける人 

 

◆入学者選抜の基本方針 

高等学校までの教育課程を踏まえ、基礎的知識（基礎学力）・論理的思考力・判断力・表現力等を評価します。

また、入学後のカリキュラムを考慮して、高等学校においては、理科（物理・生物のいずれか及び化学）、数学、

外国語（英語）、国語、地理歴史・公民を習得していることを望みます。 

学校推薦型選抜Ⅱでは、「知識・技能」については、大学入学共通テストを利用して高等学校の教育課程の教

科・科目に関する総合的な基礎学力を判定します。また、「思考力・判断力・表現力」及び「主体性を持って多様

な人々と協働して学ぶ態度」については推薦書、調査書、志望理由書及び面接により判定し、それらの判定結果

から入学者を選抜します。（詳細は入学者選抜要項、募集要項を参照） 

一般選抜（前期日程）では、「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現力等の能力」 については、大学入学

共通テストを利用して高等学校の教育課程の教科・科目に関する基礎的・総合的な学力・能力を、個別学力検査

により、入学後の学修により密接にかかわる教科・科目についてより深く学力・能力を判定します。また「主体

性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」については調査書により評価し、それらの結果から入学者を選抜し

ます。（詳細は入学者選抜要項、募集要項を参照） 

 

  



 薬学部 創薬・生命薬科学科  

 

卒業認定・学位授与の方針 DP（ディプロマ・ポリシー） 

◆人材育成の目的・学位授与の方針 

創薬科学や生命薬科学分野の研究に寄与できる人材を目指し、独創的な発想力、探求心、創薬マインドを持ち、

物理系薬学、化学系薬学、生物系薬学を中心とした広い知識を身に付け、以下に示す学修成果と創薬・生命薬科

学科における学修成果を達成すべく編成された教育課程を学修し、所定の単位を取得した者に学士（創薬科学）

または学士（生命薬科学）の学位を授与します。 

 

学修成果 

豊かな教養 

・ 言語、歴史などを学ぶことにより、外国と日本の文化について理解し比較することができる。 

・ 英語による日常会話での質疑応答ができる。 

確かな専門性 

・ 化学、物理、生物に関する基本的事項を理解し説明することができる。 

・ 製剤、薬剤、薬物治療に関する基本的事項を理解し説明することができる。 

・ 数学・統計学に関する基本的知識を修得し、それらを薬学領域で応用することができる。 

・ 医薬品創製と製造の各プロセスに関する基本的事項を理解し説明できる。 

・ ゲノム情報の利用に関する基本的事項を理解し説明することができる。 

・ 医療及び薬事関係法規に関する基本的事項を理解し、それらを遵守できる。 

創造的な知性 

・ 研究課題の達成までの研究プロセスを体験し、研究活動に必要な基本的知識を理解し実践できる。 

社会的な実践力 

・ 生命に関わる職業人にふさわしい行動・態度をとることができる。 

・ 地球環境保護活動により地球環境を守る重要性を自らの言葉で表現できる。 

グローバルな視野 

・ 日本の国際社会における位置づけを、政治、経済、地理、などの観点から説明できる。 

・ 学術誌、雑誌、新聞の読解、及び医療現場、学術会議などで必要とされる実用的英語を利用できる。 

情報通信技術の活用力 

・ コンピューターやインターネットの利用法を理解し、情報の収集・発信ができる。 

汎用的な知力 

・ プレゼンテーションにより、情報・意志の伝達を行うことができる。 

 

教育課程編成・実施の方針 CP（カリキュラム・ポリシー） 

学生がディプロマ・ポリシーに掲げた目標に到達するため、以下の方針によりカリキュラムを編成します。 

① 教育課程の編成方針 

教養教育では多様な分野にふれ、より深く豊かな教養を身に付けることができるように幅広い科目を活用し専

門教育で学ばない領域の履修を推奨します。専門教育では、低学年次で基礎科学的科目を学修し、徐々に薬学的

応用科目へと遷移し、高学年次では研究室での特別実習により最先端の研究成果にふれることができるように編

成しています。さらに、３年次より研究室配属を行い、レベルの高い研究活動体験が可能なように編成している

一方で、医療現場での薬剤師の役割、医薬品の使われ方を理解した上で創薬科学を理解出来るように配慮してい

ます。 



 

②教育課程における教育・学習方法に関する方針 

教育目標への到達に適した学修方法として、アクティブラーニング、スモールグループディスカッション、オ

ンライン学習を取り入れた講義、演習や実習、研究室における長期課題研究等を行います。講義においては知識

の理解と定着を行い、演習や実習では知識の活用と主体的な思考力を涵養します。研究室における研究では論理

的思考力を向上させるとともに課題解決能力及び研究の実践力を身に付けます。 

 

③学修成果の評価の方針 

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA 及び外部試験の得点等

を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。 

全ての開講科目について、それぞれの学修目標の到達度を適正に評価するための方法及び基準を定め、これを

シラバスに明記して学生に周知します。学修成果は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から「評

価方法・基準」により厳格かつ公正に評価します。 

 

 

入学者受入れの方針 AP（アドミッション・ポリシー） 

◆求める学生像 

学部の理念・目標に基づき創薬や育薬に関わる薬学を担う人材を育成するため、薬学部の方針に加え、創薬・

生命薬科学科では次のような人を求めています。 

1. "研究"や"開発"に魅力を感じ、卒業後は創薬・育薬や生命薬科学を通して社会に貢献しようという意欲を有

する人 

2. 研究者、開発者としての倫理観や困難を克服する精神力と体力を育んでいける人 

 

◆入学者選抜の基本方針 

高等学校までの教育課程を踏まえ、基礎的知識（基礎学力）・論理的思考力・判断力・表現力等を評価します。

また、入学後のカリキュラムを考慮して、高等学校においては、理科（物理・生物のいずれか及び化学）、数学、

外国語（英語）、国語、地理歴史・公民を習得していることを望みます。 

学校推薦型選抜Ⅱでは、「知識・技能」については、大学入学共通テストを利用して高等学校の教育課程の教

科・科目に関する総合的な基礎学力を判定します。また、「思考力・判断力・表現力」及び「主体性を持って多様

な人々と協働して学ぶ態度」については推薦書、調査書、志望理由書及び面接により判定し、それらの判定結果

から入学者を選抜します。（詳細は入学者選抜要項、募集要項を参照） 

一般選抜（前期日程）では、「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現力等の能力」 については、大学入学

共通テストを利用して高等学校の教育課程の教科・科目に関する基礎的・総合的な学力・能力を、個別学力検査

により、入学後の学修により密接にかかわる教科・科目についてより深く学力・能力を判定します。また「主体

性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」については調査書により評価し、それらの結果から入学者を選抜し

ます。（詳細は入学者選抜要項、募集要項を参照） 

 

 


